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私
は
、
参
議
院
全
国
区
か
ら
、
三
た
び
立
候
補
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
松
本
治
一
郎
で
あ
り
ま
す
。﹇
…
﹈松
本
治
一
郎
は
、

過
去
五
十
年
に
亘
り
、
す
べ
て
の
し
い
た
げ
ら
れ
た
人
々
の
解
放

と
、
世
界
の
平
和
の
た
め
に
、
闘
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

の
参
議
院
全
国
区
の
選
挙
に
あ
た
り
、
松
本
治
一
郎
は
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
、
最
後
の
御
奉
公
を
す
る
た
め
、
次
に
申
し
あ
げ
る
こ

と
を
必
ず
実
行
す
る
こ
と
を
お
誓
い
し
ま
す
。

一
つ
、
政
界
の
徹
底
的
浄
化
に
つ
と
め
る
こ
と
。

一
つ
、
貧
乏
と
失
業
を
な
く
し
、
人
間
が
人
間
を
差
別
す
る
こ
と

の
な
い
明
る
い
豊
か
な
世
の
中
を
作
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
。

一
つ
、
日
米
間
の
不
平
等
条
約
を
廃
棄
し
て
、
日
本
と
中
国
の
国

交
が
、
一
日
も
早
く
正
常
化
す
る
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
。

一
つ
、
日
本
の
真
の
独
立
と
、
ア
ジ
ア
の
完
全
解
放
を
通
じ
て
、

世
界
平
和
の
た
め
に
、
全
力
を
つ
く
す
こ
と
。﹇
…
﹈

　

松
本
治
一
郎
記
念
会
館
旧
蔵
資
料
に
、一
九
五
九
年
六
月
二
日
、

参
議
院
全
国
区
で
三
回
目
の
当
選
（
四
二
万
六
〇
〇
〇
票
）
を
果

た
し
た
と
き
の
「
政
見
放
送
原
稿
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

松
本
は
、
一
九
四
九
年
二
月
二
四
日
、
吉
田
内
閣
に
よ
っ
て「
大

和
報
国
運
動
本
部
役
員
」
で
あ
っ
た
と
い
う
名
目
で
公
職
追
放
と

な
り
、
参
議
院
議
員
、
参
議
院
副
議
長
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会

中
央
委
員
長
、
日
本
労
農
救
援
会
中
央
委
員
長
、
機
関
紙
協
会
会

長
、
自
由
人
権
協
会
副
会
長
を
辞
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
『
人
権
と
民
主
主
義
を
護
る
闘
争　

松
本
治
一
郎
氏
等
の
追
放

問
題
』（
部
落
解
放
全
国
委
員
会
本
部
発
行
、
一
九
四
九
年
三
月
）
に

資
料
紹
介松

本
治
一
郎
記
念
会
館
旧
蔵
資
料

─
松
本
治
一
郎
関
係
書
簡
・
資
料
か
ら
（
そ
の
九
・
最
終
）

本
多
和
明　

松
本
治
一
郎
は
わ
れ
わ
れ
の
宝

│ 

追
放
解
除
は
、
民
主
主
義
と
自
由
と
平
和
を
守
る

シ
ン
ボ
ル
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よ
る
と
、
松
本
の
公
職
追
放
を
前
に
し
て
、
日
本
社
会
党
、
労
働

者
農
民
党
、
日
本
共
産
党
、
自
由
人
権
協
会
、
日
本
労
農
救
援
会
、

機
関
紙
協
会
を
は
じ
め
、
産
別
民
主
化
同
盟
、
全
日
本
産
業
別
労

働
組
合
会
議
、
日
本
炭
鉱
労
働
組
合
連
合
会
、
全
日
本
進
駐
軍
要

員
労
働
組
合
、
国
鉄
労
働
組
合
、
全
逓
信
労
働
組
合
な
ど
の
労
働

組
合
や
、
自
由
法
曹
団
、
民
主
主
義
擁
護
同
盟
、
民
主
婦
人
協
議

会
、
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
、
在
日
本
朝
鮮
人
連
盟
、
民
主
青
年
合
同

委
員
会
、
日
本
青
年
共
産
同
盟
、
医
療
民
主
化
全
国
会
議
、
旧
住

宅
営
団
借
家
人
組
合
連
合
会
な
ど
の
民
主
団
体
、
六
十
余
団
体
が

会
合
し
、
二
月
二
一
日
、「
人
権
擁
護
松
本
治
一
郎
氏
等
追
放
取

消
要
求
民
主
団
体
協
議
会
」
を
結
成
、
声
明
を
発
表
、
公
職
追
放

指
定
の
取
り
消
し
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
在
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
部
、
対
日
理
事
会
ソ
連
代

表
部
、
在
日
本
大
韓
民
国
居
留
民
団
か
ら
も
、
追
放
に
反
対
す
る

書
簡
や
嘆
願
書
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
提
出
さ
れ
た
（『
政
治
家
追
放
』
増
田

弘
著
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）。

　

一
九
四
九
年
四
月
三
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
部
落
解
放
第
四
回
全

国
大
会
は
、委
員
長
を
空
席
と
し
、北
原
泰
作
を
書
記
長
に
選
出
、

松
本
氏
等
追
放
反
対
闘
争
を
広
汎
な
人
民
大
衆
の
闘
争
と
し
て
第

二
段
階
の
闘
争
へ
発
展
さ
せ
る
た
め
、
部
落
解
放
闘
争
を
、
人
民

解
放
闘
争
の
一
環
と
し
て
、
産
業
防
衛
と
生
活
権
擁
護
の
闘
い
と

結
合
し
て
闘
う
と
す
る「
解
放
闘
争
方
針
」を
決
定
、
海
野
普
吉
、

瀧
川
幸ゆ
き

辰と
き

、
羽
仁
五
郎
、
堀
真
琴
、
平
野
義
太
郎
、
大
山
郁
夫
、

松
岡
洋
子
、
菅か
ん

道ま
こ
と、

松
岡
駒
吉
、
黒
田
寿
男
を
顧
問
と
し
た
。

　

日
本
労
農
救
援
会
の
機
関
誌
『
救
援
新
聞
』
四
〇
号
（
一
九
四

九
年
三
月
一
日
）
に
は
、
松
本
治
一
郎
氏
等
追
放
取
消
要
求
運
動

に
、
自
由
人
権
協
会
、
民
擁
同
、
日
本
労
農
救
援
会
、
部
落
解
放

全
国
委
員
会
か
ら
常
任
、
と
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。

　

民
主
主
義
擁
護
同
盟
（
民
擁
同
）
は
、
吉
田
内
閣
の
反
動
政
策

と
闘
う
幅
広
い
民
主
戦
線
を
め
ざ
し
、
九
七
団
体
、
一
千
万
人
が

参
加
し
て
一
九
四
九
年
七
月
二
日
正
式
結
成
さ
れ
た
。
部
落
解
放

全
国
委
員
会
を
代
表
し
て
北
原
泰
作
書
記
長
が
出
席
し
、「
被
圧

迫
部
落
民
解
放
の
闘
い
は
、
民
主
主
義
を
擁
護
し
、
基
本
的
人
権

を
確
立
し
、
人
民
大
衆
の
生
活
を
守
る
た
め
の
広
範
な
人
民
闘
争

の
一
環
と
し
て
闘
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
故
に
わ
れ
わ
れ
は
、
部

落
解
放
全
国
委
員
会
の
強
化
拡
充
を
図
り
、
部
落
解
放
の
闘
い
を

共
同
の
闘
争
と
し
て
強
力
に
推
し
進
め
る
こ
と
を
誓
う
」と
の「
部

落
解
放
闘
争
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
た
。

　
『
救
援
新
聞
』
四
六
号
（
一
九
四
九
年
六
月
一
日
）
に
は
、
民
擁

同
常
任
委
員
会
の
決
議
に
よ
り
、
人
権
問
題
小
委
員
会
を
設
け
、

第
一
回
委
員
会
を
五
月
一
四
日
開
催
、
全
労
連
、
救
援
会
、
自
由

法
曹
団
、
自
由
人
権
協
会
、
朝
連
、
部
落
解
放
全
国
委
員
会
、
進

駐
軍
労
組
で
構
成
、
民
主
的
諸
政
党
の
法
務
委
員
と
密
接
な
連
絡

の
も
と
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
を
と
り
あ
げ
て
処
理
す
る
、
と
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の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
『
解
放
新
聞
』
二
四
号
（
一
九
五
〇
年
五
月
一
五
日
）
に
よ
る
と
、

「
全
国
三
百
万
の
兄
弟
諸
君
！
四
月
三
十
日
請
願
隊
員
代
表
六
名

は
松
本
治
一
郎
氏
の
不
当
追
放
取
消
を
要
求
し
て
ハ
ン
ス
ト
を
決

行
し
た
！
昨
年
一
月
松
本
氏
が
不
当
追
放
さ
れ
る
や
、
わ
れ
わ
れ

は
諸
君
と
と
も
に
こ
れ
に
反
対
し
、
各
民
主
団
体
と
の
共
闘
で
百

万
に
近
い
署
名
を
も
っ
て
追
放
の
取
消
し
を
要
求
す
る
と
と
も

に
、
一
年
有
余
ご
う
慢
な
吉
田
内
閣
と
、
が
ま
ん
に
が
ま
ん
を
重

ね
て
交
渉
し
て
き
た
、﹇
…
﹈
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
部
落
民
を
失
業

と
破
産
と
差
別
の
ど
ん
底
に
つ
き
お
と
し
な
が
ら
な
ん
ら
の
保
護

政
策
を
お
こ
な
お
う
と
は
し
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
平
和
と
独
立
と

民
主
主
義
を
守
る
た
め
に
、
請
願
隊
を
組
織
し
、
四
月
三
日
を
期

し
て
吉
田
内
閣
に
迫
っ
た
﹇
…
﹈
い
ま
こ
そ
わ
れ
わ
れ
は
死
を
賭

し
て
も
最
後
の
手
段
に
訴
え
て
闘
う
と
き
が
来
た
」
と
し
て
、
山

口
賢
次
書
記
長
ら
が
ハ
ン
ス
ト
に
突
入
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
国

会
議
員
署
名
も
、
衆
議
院
議
員
四
六
〇
人
の
う
ち
三
二
一
人
（
六

九
・
三
四
％
）、参
議
院
議
員
二
三
八
人
の
う
ち
一
五
九
人（
六
六
・

八
％
）（
一
九
五
〇
年
四
月
二
五
日
現
在
）
に
達
し
た
。

　

一
九
五
〇
年
五
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
「
松
本
氏
不
当
追
放
反

対
部
落
解
放
国
策
要
求
中
央
人
民
大
会
」
で
、
日
本
共
産
党
の
野

坂
参
三
は
、「﹇
…
﹈
私
は
い
ま
松
本
氏
の
追
放
を
解
除
す
る
と
い

う
こ
と
が
、
日
本
に
お
い
て
民
主
主
義
と
自
由
と
平
和
を
守
る
一

つ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
思
う
。﹇
…
﹈
今
後
日
本
の
す
べ
て
の

人
間
が
解
放
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
っ
て
進
歩
的
な
人
間

が
み
ん
な
で
大
き
な
力
を
つ
く
り
あ
げ
ね
ば
な
ら
な
い
、
統
一
戦

線
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。﹇
…
﹈
こ
の
時
、
誰
が
一
番

こ
の
先
頭
に
起
ち
う
る
か
、
こ
の
事
を
考
え
た
時
松
本
治
一
郎
氏

を
除
い
て
他
に
あ
り
ま
せ
ん
、
松
本
治
一
郎
氏
は
実
を
い
え
ば
わ

れ
わ
れ
の
宝
と
い
っ
て
よ
ろ
し
い
」
と
演
説
し
た
。

　

松
本
は
、
一
九
五
一
年
八
月
六
日
、
追
放
解
除
さ
れ
た
。

　

松
本
の
追
放
解
除
を
求
め
る
広
範
な
闘
い
は
、
人
権
救
済
や
生

活
擁
護
を
求
め
る
人
び
と
の
立
ち
上
が
り
と
連
帯
の
輪
を
広
げ

た
。
追
放
解
除
を
前
に
し
て
、
一
九
五
一
年
六
月
二
一
日
、『
人

権
民
報
』
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
。
一
五
号
（
一
九
五
一
年
八
月
一

一
日
）
に
は
、「
わ
が
人
権
民
報
は
、
傷
痍
団
体
中
央
連
合
会
、

部
落
解
放
全
国
委
員
会
、
全
日
本
借
地
借
家
人
組
合
、
日
本
労
農

救
援
会
を
は
じ
め
、
民
主
商
工
会
、
日
本
患
者
同
盟
等
、
現
に
人

権
の
擁
護
、
生
活
権
の
確
保
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
団
体
を
中

心
に
人
権
擁
護
懇
談
会
を
開
催
し
た
際
、『
人
権
』
の
重
要
性
を

知
ら
な
い
人
々
を
啓
蒙
し
、
人
権
に
つ
い
て
の
自
覚
を
う
な
が
す

た
め
、
新
聞
を
発
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
決
定
さ
れ
、
そ
の
趣
旨

に
従
い
、
布
施
辰
治
弁
護
士
、
馬
島
僴
ド
ク
ト
ル
両
氏
を
顧
問
と

し
て
創
刊
さ
れ
た
も
の
で
、
政
党
、
政
派
、
思
想
的
傾
向
に
は
関

係
の
な
い
一
般
新
聞
で
あ
り
ま
す
」
と
、
創
刊
の
経
緯
が
説
明
さ
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れ
て
い
る
。
松
本
は
、
布
施
辰
治
、
馬ま

島じ
ま

僴ゆ
た
から

と
共
に
協
力
し
、

最
後
ま
で
財
政
援
助
を
続
け
た
。

　
『
人
権
民
報
』
は
、
旬
刊
で
人
権
民
報
社
か
ら
発
行
、
初
代
編

集
長
は
野の

上が
み

巌い
わ
お（

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
新
島
繁
）
で
、
昨
年
封
切
ら
れ

た
山
田
洋
次
監
督
の
松
竹
映
画「
母
べ
え
」（
主
演
・
吉
永
小
百
合
、

原
作
・
野
上
照
代
「
父
へ
の
レ
ク
イ
エ
ム
」『
か
ん
こ
ろ
も
ち
の
島
で
』

読
売
新
聞
社
、
一
九
八
四
年
）
に
登
場
す
る
「
父
べ
え
」
の
実
在

の
モ
デ
ル
で
あ
る
。
戦
前
、
唯
物
論
研
究
会
の
創
立
に
参
加
、
検

挙
・
起
訴
・
入
獄
、
保
釈
中
に
始
め
た
古
本
屋
「
大
衆
書
房
」
で

小
林
多
喜
二
と
め
ぐ
り
あ
っ
た
。
戦
後
は
自
由
懇
話
会
、
自
由
大

学
や
全
日
本
教
員
組
合
の
創
立
に
加
わ
り
、
民
主
主
義
科
学
者
協

会
、
新
日
本
文
学
会
、
国
民
救
援
会
等
で
活
躍
、『
新
日
本
文
学
』

に
「
小
林
多
喜
二
を
め
ぐ
る
思
い
出
」
を
執
筆
し
た
。
五
五
年
に

神
戸
大
学
へ
赴
任
し
た
が
五
七
年
に
逝
去
し
て
い
る
。

　
『
人
権
民
報
』
は
、「
人
権
を
ま
も
る
人
々
」「
人
権
夜
話
」「
身

上
相
談
」「
生
活
相
談
」「
時
事
解
説
」
な
ど
の
身
近
な
連
載
記
事

や
、
各
地
で
の
人
権
や
生
活
擁
護
の
闘
い
を
続
々
と
報
道
し
た
。

　
『
人
権
民
報
』
三
八
号
（
一
九
五
二
年
四
月
一
五
日
）
に
は
「
軽

犯
罪
法
違
反
に
Ｍ
・
Ｐ　

名
大
事
件
・
人
権
擁
護
議
員
連
盟
究
明

に
立
つ
」（
人
権
擁
護
議
員
連
盟
は
、
自
由
党
か
ら
共
産
党
に
い
た
る

各
党
か
ら
七
〇
名
の
議
員
が
参
加
し
て
五
二
年
二
月
二
一
日
に
発
足
）、

六
九
号
（
一
九
五
三
年
四
月
一
五
日
）
に
は
、
国
民
救
援
会
が
、

四
月
三
日
、
人
権
擁
護
政
治
連
盟
（
会
長
布
施
辰
治
）
を
結
成
、

一
〇
四
名
参
加
（
松
本
・
救
援
会
顧
問
含
む
）、
吉
田
内
閣
打
倒
、

再
軍
備
反
対
、
平
和
憲
法
を
守
れ
な
ど
一
七
項
目
を
掲
げ
、
選
挙

を
た
た
か
う
と
の
記
事
や
、「
不
戦
ア
ジ
ア
人
権
を
守
る
会
」
が

結
成
さ
れ
、
日
中
友
好
協
会
、
留
日
華
僑
総
会
、
朝
鮮
解
放
救
援

会
、
日
本
国
民
救
援
会
、
平
和
擁
護
日
本
委
員
会
、
朝
鮮
民
主
統

一
戦
線
が
参
加
な
ど
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

国
民
の
生
存
権
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
う
た
い
、
一
九
五
〇

年
、
改
正
生
活
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
五
〇
年
に
朝

鮮
戦
争
の
勃
発
、
警
察
予
備
隊
の
創
設
を
ひ
か
え
、
日
本
独
占
資

本
の
復
活
を
も
く
ろ
み
、
経
済
九
原
則
に
基
づ
い
て
、
四
九
年
に

ド
ッ
ジ
・
ラ
イ
ン
が
実
施
さ
れ
る
と
、
深
刻
な
不
況
、
中
小
企
業

の
倒
産
、
大
量
解
雇
が
行
わ
れ
、
失
業
者
が
激
増
し
た
が
、
他
方

で
生
活
保
護
の
打
ち
切
り
が
強
行
さ
れ
た
。

　

一
九
五
〇
年
頃
か
ら
、
民
主
診
療
所
の
生
活
相
談
活
動
や
自
由

労
働
組
合
の
働
き
か
け
で
、
生
活
保
護
者
の
組
織
化
が
進
み
、
全

国
各
地
に
生
活
を
守
る
会
、
健
康
を
守
る
会
な
ど
が
生
ま
れ
、
そ

の
中
央
連
絡
機
関
と
し
て
、
五
三
年
一
月
「
生
活
相
談
全
国
連
絡

事
務
局
」
が
発
足
、
五
四
年
一
一
月
か
ら
「
生
活
と
健
康
を
守
る

全
国
連
絡
会
議
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
五
八
年
一
〇
月
「
生
活
と

健
康
を
守
る
会
全
国
連
絡
会
」（
会
長
馬
島
僴
・
新
日
本
医
師
協
会

会
長
）
に
改
組
さ
れ
た
。
顧
問
に
羽
仁
説
子
、
神
近
市
子
、
岩
間
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正
男
、
志
賀
義
雄
な
ど
と
と
も
に
、
松
本
が
就
任
し
た
。「
戦
争

と
失
業
に
反
対
す
る
国
民
大
行
進
」（
一
九
五
九
年
）
な
ど
を
通

じ
て
、
全
日
自
労
な
ど
労
働
組
合
と
の
統
一
行
動
が
発
展
し
た
。

　
『
自
立
・
解
放
へ
の
道
（
軌
跡
）　

結
成
五
十
年
と
本
多
義
信
の

生
涯
』（
部
落
解
放
同
盟
香
川
県
連
合
会
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
次

の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。「
戦
後
失
業
者
は
五
百
万
人
を
越
え

た
。
政
府
は
雇
用
不
安
か
ら
革
命
さ
わ
ぎ
が
起
き
る
の
を
恐
れ
、

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
に
『
緊
急
失
業
対
策
法
』
を
制
定
し

て
失
業
者
を
公
共
土
木
事
業
に
雇
う
こ
と
に
し
た
。
仕
事
は
学
校

な
ど
の
公
共
用
地
・
道
路
・
街
路
の
整
備
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
、

港
湾
整
備
な
ど
で
あ
っ
た
。
部
落
で
は
多
く
の
人
が
こ
の
事
業
に

応
募
し
た
。﹇
…
﹈失
対
労
働
者
は『
全
日
本
自
由
労
働
組
合
』（
以

下
『
全
日
自
労
』）
を
結
成
し
て
い
た
。
全
国
で
失
対
に
働
く
人
は

最
大
三
十
五
万
人
い
た
。
部
落
の
人
が
多
か
っ
た
の
で
全
日
自
労

と
解
放
同
盟
は
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。
政
府
は
一
九
六
二
（
昭

和
三
七
）
年
、『
仕
事
の
能
率
が
悪
い
』
な
ど
の
理
由
で
失
対
事

業
を
縮
小
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
政
府
は
縮
小
と
言
う
が
、

当
事
者
は
首
切
り
と
受
け
と
め
た
。
だ
か
ら
、『
唯
一
の
安
定
し

た
仕
事
が
う
ば
わ
れ
る
！
』
と
、
香
川
で
も
首
切
り
反
対
の
た
た

か
い
が
激
し
く
な
っ
た
。
一
九
六
三
（
昭
和
三
八
）
年
に
は
、
県

と
全
日
自
労
・
解
放
同
盟
県
連
と
の
間
で
衝
突
が
繰
り
返
さ
れ
、

逮
捕
者
が
出
た
。
さ
ら
に
県
職
員
や
県
警
警
部
補
に
よ
る
差
別
発

言
が
国
会
で
追
及
さ
れ
る
な
ど
、
全
面
的
な
対
立
と
な
っ
た
」

　

緊
急
失
業
対
策
法
が
制
定
さ
れ
た
一
九
四
九
年
当
時
、
関
東
以

西
の
失
業
対
策
事
業
に
働
く
自
由
労
働
者
の
う
ち
約
半
数
が
部
落

出
身
労
働
者
と
い
わ
れ
た
。
五
九
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
全

日
自
労
部
落
対
策
全
国
研
究
集
会
」
の
府
県
支
部
の
報
告
を
み
て

も
全
日
自
労
内
部
の
部
落
出
身
労
働
者
の
比
率
は
高
く
、
と
く
に

関
西
で
は
四
〜
五
割
を
占
め
て
い
た
。

　

部
落
の
自
由
労
働
者
の
行
政
に
対
す
る
仕
事
要
求
の
闘
い
で

は
、
滋
賀
県
・
能
登
川
事
件
（
一
九
五
〇
年
）、
三
重
県
・
松
阪

職
安
事
件
（
一
九
五
一
年
）
な
ど
弾
圧
事
件
も
頻
発
し
た
。

　

一
九
六
一
年
、
高
知
・
長
浜
で
取
り
組
ま
れ
た
教
科
書
無
償
の

闘
い
で
は
、
自
由
労
働
者
が
闘
い
の
中
心
を
担
っ
た
。
仕
事
ら
し

い
仕
事
に
恵
ま
れ
ず
、
母
親
た
ち
の
多
く
は
失
業
対
策
事
業
に
出

て
働
い
て
い
た
。
当
時
の
失
対
は
一
日
働
い
て
約
三
〇
〇
円
、
教

科
書
代
は
小
学
校
で
当
時
約
五
〜
六
〇
〇
円
、
中
学
校
に
な
る
と

約
一
〇
〇
〇
円
。
失
対
で
働
く
親
た
ち
に
と
っ
て
は
、
か
な
り
の

負
担
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
母
親
た
ち
の
要
求
を
軸
に
部
落
解
放

同
盟
長
浜
支
部
は
地
域
の
民
主
団
体
や
部
落
外
の
人
々
に
も
働
き

か
け
て
「
長
浜
地
区
小
中
学
校
教
科
書
を
タ
ダ
に
す
る
会
」
を
結

成
、
粘
り
強
い
闘
い
の
結
果
、
六
三
年
一
二
月
「
義
務
教
育
諸
学

校
の
教
科
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
津
」
が
成
立
し
た

（『
教
科
書
無
償　

高
知
・
長
浜
の
た
た
か
い
』「
教
科
書
無
償
」
編
集
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委
員
会
編
、
解
放
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）。

　
『
に
ん
げ
ん
・
羽
音
豊　

鉱
害
闘
争
と
部
落
解
放
運
動
』（
福
岡

県
人
権
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
）
に
は
、「
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

明
治
政
府
の
富
国
強
兵
・
殖
産
興
業
の
政
策
、
昭
和
前
半
の
戦
争

政
策
、そ
し
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
復
興
政
策
を
支
え
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
五
五
年
頃
か
ら
の
政
府
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
政
策
の
石
油
へ
の
転
換
は
、筑
豊
地
域
に
三
一
八
の
ボ
タ
山（
一

九
七
八
年
）
と
失
業
者
を
残
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
集
中
し
て

炭
鉱
を
一
気
に
消
滅
さ
せ
て
い
っ
た
」「﹇
…
﹈
こ
の
よ
う
な
脅
し

に
負
け
て
た
ま
る
か
。
あ
れ
は
三
菱
方
城
炭
鉱
の
時
だ
っ
た
。
鉱

害
の
事
実
を
認
め
よ
う
と
も
せ
ず
、
交
渉
に
も
応
じ
な
い
。
そ
し

て
暴
力
団
を
使
っ
て
脅
し
て
き
た
。『
よ
し
、
命
を
取
る
な
ら
取

っ
て
み
ろ
』
と
、
白
装
束
に
身
を
包
み
、
日
本
刀
を
持
っ
て
炭
坑

の
事
務
所
に
押
し
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
行
動
に
は
さ
す

が
の
会
社
も
肝
を
抜
か
し
て
、
俺
た
ち
の
命
が
け
の
闘
い
に
負
け

て
、
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。
交
渉
の
テ
ー
ブ

ル
に
着
け
ば
こ
っ
ち
の
も
の
た
い
。
我
々
は
事
実
を
持
っ
て
交
渉

す
る
か
ら
会
社
は
逃
げ
よ
う
が
な
い
。
三
菱
方
城
炭
鉱
の
鉱
害
闘

争
は
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
（
一
九
五
三
年
頃
）。
こ
の
行
動
は
、
お

や
じ（
松
本
治
一
郎
）の
耳
に
入
り
、
呼
び
つ
け
ら
れ
て
怒
ら
れ
た
。

『
お
前
た
ち
の
要
求
は
正
し
い
。
と
こ
と
ん
闘
え
。
し
か
し
、
物

を
持
つ
者
は
、
物
に
た
よ
る
。
物
に
た
よ
る
な
、
素
手
で
闘
え
。

信
な
く
ば
立
た
ず
』
と
。
そ
れ
以
後
は
、
力
で
は
な
く
、
理
論
で

闘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
理
論
的
支
柱
は
、
お
や
じ
（
松
本
治

一
郎
）
の
顧
問
弁
護
士
副
島
次
郎
で
あ
っ
た
。
豊
の
行
動
力
に
副

島
弁
護
士
の
理
論
が
加
わ
り
、
豊
の
鉱
害
闘
争
は
だ
ん
だ
ん
社
会

性
を
帯
び
た
闘
い
へ
と
変
化
し
て
い
く
」
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　

石
炭
に
依
存
し
て
き
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
、
石
油
に
転

換
が
図
ら
れ
た
一
九
五
〇
年
代
、
石
炭
採
掘
大
手
各
社
は
人
員
整

理
を
含
む
合
理
化
に
取
り
組
ん
だ
。
三
井
鉱
山
は
五
三
年
、
三
千

余
名
に
退
職
を
勧
告
、
従
わ
な
い
二
七
〇
〇
人
を
指
名
解
雇
し
た

が
、
三
井
炭
鉱
労
働
組
合
連
合
会
（
三
鉱
連
）
の
抵
抗
で
撤
回
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
こ
の
闘
い
は
「
英
雄
な
き
一
一
三
日
の
闘
い
」

と
い
わ
れ
た
。
し
か
し
石
炭
産
業
の
斜
陽
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
く
な
っ
た
五
九
年
一
〇
月
、
同
社
は
再
び
四
五
八
〇
人
に
及
ぶ

人
員
整
理
を
発
表
、
三
池
炭
鉱
で
は
応
募
者
が
整
理
人
員
に
満
た

な
か
っ
た
た
め
、
会
社
は
指
名
解
雇
一
二
七
八
人
を
発
表
、
六
〇

年
一
月
二
五
日
組
合
員
の
鉱
山
立
ち
入
り
を
禁
止
し
、
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
を
強
行
し
た
。
こ
の
日
か
ら
日
本
炭
鉱
労
働
組
合（
炭
労
）、

三
鉱
連
と
そ
の
傘
下
の
三
池
労
組
は
、
全
面
無
期
限
ス
ト
に
突
入

し
た
。
会
社
側
へ
は
財
界
が
、
労
組
側
へ
は
総
評
が
組
織
を
挙
げ

て
支
援
を
打
ち
出
し
、「
総
資
本
対
総
労
働
」
と
い
わ
れ
る
緊
迫

し
た
両
者
の
対
峙
と
な
っ
た
。

　

そ
の
過
程
で
、六
〇
年
三
月
一
七
日
に
は
全
労
の
支
援
を
得
て
、
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第
二
組
合
（
三
池
炭
鉱
新
労
働
組
合
）
が
結
成
さ
れ
た
。
三
月
二

九
日
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
や
ハ
イ
ヤ
ー
、
バ
ス
に
分
乗
し
た
暴
力
団

員
が
四
山
鉱
を
襲
い
、
正
門
で
ピ
ケ
を
張
っ
て
い
た
三
池
労
組
組

合
員
、
久
保
清
さ
ん
が
刺
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
は
、
三
池
炭
鉱
労
働
者
の
約
三
分
の
一
が
部
落

出
身
者
で
あ
る
こ
と
、
三
池
労
組
に
襲
い
か
か
っ
た
暴
力
団
に
も

部
落
出
身
者
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
事
態
を
重
視
し
、
連
日

二
〇
〇
人
近
い
オ
ル
グ
団
を
送
っ
た
。松
本
も
現
地
に
入
り
激
励
、

三
一
日
の
組
合
葬
に
参
加
し
た
。
争
議
の
継
続
か
否
か
を
決
定
す

る
炭
労
臨
時
大
会
（
四
月
九
日
）
開
催
直
前
の
四
月
七
日
、
第
二

組
合
は
山
野
、
田
川
な
ど
三
井
鉱
山
の
五
山
に
三
池
労
組
を
「
特

殊
部
落
」
と
名
指
す
「
差
別
ビ
ラ
」
を
大
量
に
配
布
し
、
社
会
意

識
と
し
て
の
差
別
観
念
を
利
用
し
て
三
池
労
組
の
孤
立
化
を
ね
ら

っ
た
。
部
落
解
放
同
盟
は
悪
質
な
差
別
事
件
と
し
て
た
だ
ち
に
糾

弾
闘
争
に
た
ち
あ
が
り
、
五
月
九
日
全
国
か
ら
二
五
〇
〇
人
の
同

盟
員
を
三
池
に
集
結
、
三
川
鉱
ホ
ッ
パ
ー
前
で
三
池
労
組
と
と
も

に
八
〇
〇
〇
人
が
参
加
し
て
「
三
井
第
二
組
合
差
別
糾
弾
総
決
起

大
会
」
を
開
催
し
た
が
、「
菊
川
組
合
長
辞
意
表
明
の
真
相
」
と

い
う
新
た
な
差
別
ビ
ラ
が
配
布
さ
れ
る
に
至
り
、
部
落
解
放
同
盟

拡
大
中
央
委
員
会
は
抗
議
を
決
定
、
九
月
八
日
、
三
役
辞
任
と
謝

罪
を
勝
ち
と
っ
た
。
こ
の
間
、
解
放
同
盟
は
三
月
二
七
日
か
ら
七

月
二
九
日
ま
で
に
の
べ
七
七
五
四
人
の
オ
ル
グ
を
三
池
に
送
っ

た
。

　

会
社
は
、
貯
炭
場
で
あ
る
ホ
ッ
パ
ー
の
組
合
員
立
ち
入
り
禁
止

の
仮
処
分
を
申
請
し
、
七
月
七
日
こ
れ
が
福
岡
地
裁
に
認
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、
県
警
本
部
は
強
制
排
除
の
警
官
隊
を
差
し
向
け
、

現
地
は
一
触
即
発
の
状
態
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
炭
労
と
三
井

鉱
山
は
、
中
央
労
働
委
員
会
へ
斡
旋
を
求
め
た
。
八
月
一
〇
日
中

労
委
は
「
会
社
側
の
指
名
解
雇
を
取
り
消
す
代
わ
り
に
、
被
整
理

者
は
自
然
退
職
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
い
う
斡
旋
案
を
発
表
、

炭
労
は
斡
旋
案
受
諾
を
決
め
、
一
一
月
一
日
三
池
労
組
は
無
期
限

ス
ト
ラ
イ
キ
を
解
除
し
て
闘
争
は
終
結
し
た
。

　

松
本
治
一
郎
記
念
会
館
旧
蔵
資
料
に
は
、
現
地
で
発
行
さ
れ
続

け
た
三
池
労
組
機
関
紙
『
み
い
け
』、
同
紙
号
外
、
同
労
組
『
日

刊
情
報
』、
総
評
九
州
拠
点
教
宣
セ
ン
タ
ー
『
日
刊
情
報
』、
三
池

労
組
や
炭
労
を
含
む
支
援
団
体
の
声
明
・
訴
え
・
ビ
ラ
な
ど
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
部
落
解
放
同
盟
福
岡
県
連
の
「
三
井

三
池
第
二
組
合
の
差
別
ビ
ラ
に
対
す
る
声
明
書
」（
六
〇
年
四
月
二

五
日
）、「
差
別
糾
弾
斗
争
ニ
ュ
ー
ス
Ｎ
Ｏ
．
１
」（
四
月
三
〇
日
）

も
含
ま
れ
る
。『
県
連
ニ
ュ
ー
ス
』
三
一
号
（
六
〇
年
六
月
二
二
日
）

は
、「
三
井
第
二
組
合
幹
部
の
ち
ょ
う
戦
を
許
す
な
！
」
と
い
う

も
の
で
、
六
月
九
日
の
拡
大
中
央
委
員
会
で
の
第
二
組
合
の
ビ
ラ

に
対
す
る
抗
議
決
議
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
九
年
二
月
五
日
、
原
水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
、
憲
法
擁
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護
国
民
連
合
、
日
中
国
交
回
復
国
民
会
議
、
全
国
軍
事
基
地
反
対

連
絡
会
議
、
日
本
労
働
組
合
総
評
議
会
の
五
団
体
を
代
表
し
て
、

安
井
郁
、
片
山
哲
、
風
見
章
、
松
本
は
記
者
会
見
を
し
、「
日
米

安
保
条
約
改
定
反
対
、
同
条
約
お
よ
び
行
政
協
定
廃
止
、
日
中
関

係
打
開
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
」
を
発
表
、
日
本
の
再
軍
備
と
軍

事
基
地
化
を
も
た
ら
す
安
保
条
約
の
廃
棄
を
要
求
、
国
民
に
共
同

闘
争
を
呼
び
か
け
た
。三
月
二
八
日
に
は
、総
評
・
日
本
社
会
党
・

日
中
国
交
回
復
国
民
会
議
な
ど
一
三
四
団
体
に
よ
っ
て
安
保
条
約

改
定
阻
止
国
民
会
議
が
結
成
さ
れ
、
五
九
年
四
月
か
ら
翌
六
〇
年

七
月
ま
で
の
間
に
二
一
次
に
及
ぶ
大
規
模
な
全
国
的
統
一
行
動
が

展
開
さ
れ
た
。
六
〇
年
五
月
一
九
日
の
条
約
批
准
案
衆
議
院
強
行

採
決
以
後
、
デ
モ
隊
に
よ
る
国
会
包
囲
、
総
評
に
よ
る
ス
ト
ラ
イ

キ
な
ど
の
抗
議
闘
争
が
高
揚
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
の
訪

日
が
中
止
さ
れ
た
が
、
六
月
一
九
日
に
安
保
条
約
は
自
然
成
立
、

岸
信
介
首
相
が
退
陣
し
た
。

　

部
落
解
放
同
盟
は
、
五
九
年
二
月
二
八
日
の
安
保
廃
止
全
国
民

統
一
行
動
か
ら
参
加
、
国
民
会
議
に
は
結
成
時
か
ら
加
入
。
各
地

の
同
盟
員
は
、
末
端
市
町
村
共
闘
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
京

都
府
・
岡
山
県
な
ど
の
自
治
体
議
会
で
の
反
安
保
決
議
も
、
同
盟

員
の
働
き
か
け
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
池
闘
争
と
安
保
闘
争

は
部
落
大
衆
の
政
治
的
自
覚
を
飛
躍
的
に
高
め
た
。

　

一
九
五
八
年
一
月
二
四
日
、
東
京
・
主
婦
会
館
で
「
部
落
解
放

国
策
樹
立
要
請
全
国
会
議
」
が
開
催
さ
れ
、「
三
百
万
の
要
求
を

八
千
万
の
要
求
へ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
部
落
解
放
国
策
樹
立
を

求
め
る
運
動
が
始
ま
っ
た
。
六
〇
年
八
月
一
三
日
、
同
和
対
策
審

議
会
設
置
法
が
公
布
施
行
さ
れ
た
。
六
一
年
三
月
二
日
、
部
落
解

放
同
盟
第
一
六
回
大
会
で
、
水
平
社
創
立
四
〇
年
を
機
に
、
国
策

樹
立
大
行
進
を
行
な
う
こ
と
を
決
定
、
六
月
か
ら
国
策
樹
立
の
た

め
の
一
〇
〇
万
人
署
名
運
動
も
開
始
。
請
願
行
進
隊
は
西
日
本
隊

（
九
月
一
一
日
出
発
、
福
岡
〜
東
京
）
と
東
日
本
隊
（
一
〇
月
二
日
出

発
、
長
野
〜
東
京
）
に
分
か
れ
、
松
本
の
激
励
を
う
け
一
カ
月
に

わ
た
っ
て
行
進
し
た
。


